等 は 己む を 得ず なおこれ を 購読しつつ ある。 偶 H • 

ウェルズの 如き、 公民と して かかる 新聞 を 購読す 

る は 義務に 反する が 故に、 その ボイコット を 示唆す る 

ものが あっても、 他に これに 代わる ものがなければ、 

不用の 物 も 有用 化されつつ あるの が、 今日の だらしな 

い 状態で ある。 

将来の 新聞 は 科学的でなくて はならない。 現在に 於 

て、 全く その 態度 を 一変しても、 決して 早く は ある ま 

い。 口 ー ゼン ベル ヒの 「二十世紀の 神話」 こうした 空 

虚の 思想に 魅せられて、 昭和の 科学的 時代 を 神秘 化せ 

ん とする に 至って は、 沙汰の 限で ある。 神秘主義 は理 



解し 能わざる 者の 産物で あり、 理 会の 代用品で ぁリ哲 

学の マル ガリンで ある。 いずれにしても、 本物で はな 

く 贋物で ある。 

将来の (現在で も 決して 早く はない) 新聞記者 は 創 

造 的 作者で あらねば ならない。 六十 歳の、 また これよ 

リも、 もっと 年取った ものの 言に 聴いて、 神秘主義 を 

尊 奉す るに 至って は、 その 存在理由 を 失う の は 明で あ 

る。 見よ、 彼等 は 既に その 存在理由 を 失わん としつつ 

ある。 試みに 街頭に 出て、 民衆の 言う ところ を 聞け、 

彼等 は 殆んど 挙げて 今日の 新聞紙 を 無用 視 しつつ ある 

ではない か。 



(昭和 十六 年 九月) 
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